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☆チリ女性
国際テニス大会レセプションのコンパニオンと　　　　　　　テニスクラブ・レストランのウエイトレスと
「３Ｃ」という言葉はご存じでしょうか。ラテンアメリカを知っている人は、すぐお分かりのことですが、美女の多い国、チリ、コスタリカ、コロンビアのことです。今回のチリ訪問で、その一端を証明するチリ美女とのツーショット写真撮影の幸運を得ましたのでご紹介します。いずれも弾けるような笑顔が素敵、愛想がいい、自信に溢れている、親日家が多いなど共通点がありました。
数年前、日本の公務員がチリ女性に数億円貢いだ事件がありましたが、きっと、彼も

　この笑顔と親しみやすさに抵抗できなかったのではないでしょうか。
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２
愛
ソニーチリ・社長秘書と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同左
　　ただ、私の勝手・好みではありますが、美形、はﾂとする美人が多い、スタイル、ファッションのよさなどは亜国の女性の方が遥かにいいと感じます。反面、当国女性は、チリ女性に比し、お高くとまっている、冷たい、近寄りにくいなどがあります。
　　今やチリと大きく差をつけられた亜国。その経済力・所得差、グローバル国家等など

　ビジネス界でのチリ女性の果たす役割の差のような気もします。おわり
　　
